
 

成長を「祝う」 
                          校長  藤本 光子 

 

感動で涙が出るということは、生きていく中で何度かあると思います。ただ、映画やドラマは別

として、リアルな日常の中では、そう頻繁にないかもしれません。嬉しいことに、学校で日々子ども

と接する仕事に携わっていると、そのような経験にとても恵まれます。 

先日の音楽会では、たくさんの保護者の皆様にご参観いただきまして、ありがとうございました。

私は１日目の発表を参観したのですが、子どもたちが歌っている姿を見ているうちにだんだん胸

が熱くなり、自然と涙が出てきました。それを知った子どもたちは、わくわくした顔で「何年生の発

表で泣いたの？」と、質問をしてきました。いわゆる「どや顔」がかわいらしくて、思わず笑ってしま

いました。 

 

さて、なぜ感動したのか改めて考えてみました。プロのコンサートでは得られない何か、歌や演

奏に感動したというより、子どもたちの姿そのものに感動したように思います。大袈裟だと思われ

るかと思いますが、「生まれてきてくれてありがとう」というような気持ちになったのです。その時、

音楽会に参加しなかった子のことも、心に浮かびました。自分の体や心と相談しながら、様々な事

情の中で精いっぱい生きている子どもたち。あなたはそのままで十分素敵だよ、という気持ちが込

み上げ、全ての子どもたちの存在を大切に、愛おしく感じました。 

 

みなさんは、お子さんが入学したばかりの頃のことを覚えていますか。小さな背中に大きなラン

ドセルを背負って、学校に向かう後ろ姿を見送る時、どんな気持ちでしたか。私は我が子より早く

出勤しなければならないので、後ろ姿を見送ることはほとんどなかったのですが、それでも入学し

た頃は、ただ純粋に嬉しくて、これまでの成長を祝う気持ちだったと思います。 

 

「高い山を願いすぎると、足元の花に気づくことはできない」 

教育において、成長を願うことは当たり前のことです。ただ、山の高さは人それぞれです。結果

のみに固執せず、一番近くにある子どもの思いを見逃さないようにしなければなりません。このよ

うな行事や節目には、改めてこの言葉を心に刻み、成長を「願う」ばかりではなく、これまで努力

したことをふりかえり、成長したことを「祝う」ことも大切にしていきたいです。 

さて、冬休みには、「お正月」という節目を迎えます。新年には目標を立てる風習がありますが、

「今年はどんな山に登ろうか」と目標を立てる前に、まずは「今の自分はどうかな」と、これまでが

んばったことをふりかえり、一緒に成長を祝ってあげてください。 
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